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2004年9月13日
イソプロピルアルコール及びプロピレンオキサイド

の価格修正について

株式会社トクヤマ
当社は工業用イソプロピルアルコール（以下ＩＰＡ）の国内価格を１０月１日出荷分より当社仕切価格キログロム当たり２０円以上値上げすることを決め商社および各需要家との交渉に入る。
ＩＰＡについてはナフサの高騰を背景に今年すでに２回の値上げ交渉を実施し終結しているが、第４四半期においては前回の前提をも上回る34～35,000円/ｋｌまでのナフサ価格の上昇が予想されている。
加えて海外市況の急騰に伴い、内外価格差はすでに３００＄／Ｔ以上の開きができており、輸入品の減少、ならびに海外からの引き合いが強まっていることから国内の需給バランスが崩れ供給不足が続いている。
こうした中、当社としても逆ザヤによる輸入玉の手当てなどあらゆる手段を講じてきた。また、今後とも安定供給に対して最大限の努力は続けていくものの、その為のコスト負荷は社内の合理化を積み上げても到底支えきれるものではなく、今回、過去の積み残し分とあわせて実施に踏み切ることにしたものである。

同時にプロピレン誘導品であるプロピレンオキサイド（ＰＯ）についても原料コストの吸収と取り残し分もあることから同時期より１０円／ｋｇの値上げを打出すこととした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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